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Poincar6-Birkhof定理を一般化して考察すると､第 l階層における 第 i番目の種類の不動点
の個数Nl,iが I
Nl.1,i- ∑ pl,kNl,k(n-kCi-k)k=0 (1)
より求まる｡ ここで､pl,kは正の整数である｡



















































化した効果であり､自由度が 2のときにはかならずKAM トー ラスに対応する楕円型不動点が
最も寄与する｡
本発表では､多自由度ハミルトン系における遅い緩和を相空間の構造から理解するために､
相空間の蔑何学的なモデルを提零した｡このモデルは遅い緩和を引き起こし､かつ多自由度化
した効果によりKAM トー ラスの近傍以外における淀み領域が遅い緩和を支配していることを
示している｡
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